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与論島は薩南諸島の最南端に

位置する島で､人口約6千人､面

積20.5km",全島で与論町を構成

し、地元では「ユンヌ」と呼んでい

る。全島が隆起サンゴ礁からなる

平坦な島である。上空から眺める

島はエンゼルフィッシュのような形

で､島の周囲にはサンゴ礁が発達

しており､その美しきは「東洋の海

に浮かび輝く真珠」と絶賛されて

いる｡沖縄の本土復帰までは日本

最南端の島であったことから人気

を集め､真っ白な砂浜とエメラルド

色の海を求め､年間8万人の観光

客が訪れている。パナウル王国

(パナ＝花、ウルーサンゴ）宣言、

ギリシャのミコノス島との姉妹盟

約などリゾートアイランドとしての

開発が行われている。

私が最初に与論島を訪れたの

は20年程前で､与論島が観光で

脚光を浴びていた時期である｡与

論島には日本人が持つ南の島の

イメージ通りの風景が広がり､視覚

的にも感覚的にも南の島にいるこ

とが体感できる場所であった。当

時は、あまり観光施設がなくても、

美しい海があるだけで若者が押

し寄せてきた。現在でも観光は島

の重要な産業となっており、観光

客のニーズに合った観光の振興

が図られている。夏季集中型から

通年型観光への拡大、観光の島

にふさわしい景観や町並み作り、

観光客の誘致につながる情報の

島外への発信など様々な努力が

続けられている。

昨年、与論島で開業されている
こかわ

古川医師とお会いする機会があっ

た｡その時に、与論島に与論健康

村という民間の施設が共同して活

動しているグループがあり、与論

島の気候や風土を利用した健康

づくりを目的としていることを聞くこ

とができた。今回、与論健康村の

活動を通じての地域おこしの詳細

を古川医師に紹介していただくこ

とにした。いろんな地域おこしの活

動があるが、その活動に医療活動

が含まれ、ざらに予防医学の第1

次予防（人々の健康づくりや予防

接種､環境衛生の改善などを通じ、

疾病の予防を図ること）に配慮が

なされている点は、与論健康村の

活動のユニークなところである。

久しぶりに古川医師との打ち合

わせのために与論島を訪れたが、

その美しさに変わりはなく、着実な

地域づくりと与論健康村のメン

バーの活力を実感することができ

た。与論町振興計画の資料による

と、与論町で純生産の割合が最も
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高い業種はサービス業で、以|､.、

建設業､農業､卸小売業､金rail!-保

険業となっている｡総人'二Iの1/3の

2千人が茶花地区に､そして束K、

那間地区で中規模集落を形成し、

その他の地Ⅸが小規模集落を形

成して島内全域に広がっている

が､近年､各集落の人11は減少側

向にあり、烏全体の均衡ある発展

が課題とされている。具体的ﾉJ錐

として､2001年度を初年度として、

向こう10年間の与論町の進むべ

き方向、目標そして実現方法を示

した第4次与論町総合振興言i-llili

がまとめられた｡そのテーマは「人

と自然が輝く“オンリーワンの島作

り"」で､これから官民一体となって

実行されることになっている。

（野田ｨII｣一）
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地域おこしの活動

バブル経済の影響は、鹿児島

県のはるか南の離島にも確実に

影を落としていた｡その名残を､商

店街のシャッターの下ろされた店

や、島のあちこちに点在する閉じ

られた民宿、果ては使い道のよく

わからない百合が浜のモダンな

建築物に見ることができる。まきに

つわものどもが夢の後という感で

ある｡離島にして、茶花銀座通りと

呼ばれる商店街の地価が坪70万

円ほどだと聞いた時には､もう開い

た口がふさがらなかった。バブル

崩壊後、日本経済のゆがんだ部

分を抱えたまま島の行政もごたぶ

んにもれず赤字の地方財政に転

落していった。さばききれないほど

の多くの観光客から得た収入はど

こに消えてしまったのだろうと誰も

が言う。少子高齢化社会の到来

で、島の人口は徐々に減り、将来

に誰もが不安を感じる時代が到

来したのである。

そのような時代の変化の中から

今までにない動きが少しずつ出て

きた。それはややもすれば公共事

業中心のお上に頼った地域活性

化を図る構図になりがちなこれま

でのものとは違い、民間が自分た

ちでできることから手作りの地域

作りをはじめようという動きが出て

きたことである。人間の生き方を方

向転換するという意味では、むし

ろ時代のもたらした‘恩恵ともいえる

かも知れない。その代表は、私達

の考えた与論のアイランドとして

の特徴を生かした健康づくりの島

を目指す与論健康村と､与論の伝

統的な産物や歴史､言葉などを生

かした地域作りを目指す与論民

俗村、ならびに姉妹提携を結んだ

ギリシャのミコノスとの関係をもっ

と実質的な文化､物産、人的交流

を深めてギリシャのイメージを持っ

たまちづくりを目指すヨロン島ギリ

シャ村の設立などである。また地

域婦人部や､4Hクラブ､異業種間

交流クラブなどの動きもここにきて

活発になっている。それぞれの個

別の動きをまとめようと地域振興

10か年計-画では、第一線に立つ

メンバーが集ってまちづくり検討会

として協議を重ねた。通常の町当

局から依頼をうけた4回の会議以

外に、番外編としてほぼ毎週午後

8時から夜中まで徹底して討論を

行った。この結果については、与

論町議会の承認を得て正式な計



画書となっているので概略を最後

に紹介したい。

検討会を進めていくうちに改め

て確信したことは、言い尽くされた

言葉ではあるが、地域興しはやは

り人材である。責任者を仰せつ

かったこの時期、与論にいつの間

与論健康材構想

私は、1988年に縁あって与論

町立診療所に赴任した｡地域を考

えた全人的医療を実践するプライ

マリ･ケア医を自称する私にとって、

医療圏の明確な離島は最適地で

あった。与論島は鹿児島県とは言

え､県庁所在地から500kmも離れ、

また琉球王朝の長年の影響を受

けた特殊な地理的位置にあり、独

特の文化や風習を持っている。ま

た､その美しい風景は自然破壊が

進んだとは言え、今でも多くの旅

人を魅了してやまない。そんな与

論での医療の中で、病気の本質

は、その生活や、地域の持つ風土

の中にあり､その独特の地域が､ま

たある人にとっては癒しの空間と

なることを確信した。何せ人口

第10章与論島

にかこれだけの人材が集ってい

たということに、私は驚きとともに大

変恵まれた状況であることにつく

づく感謝した次第である。地域お

こしは､東京からでも地方からでも

ない、その地域に住む人からであ

る。

6,000人あまりの島で､90歳以上の

高齢者が120人もいる｡それもぱり

ぱりの現役の人が多い。島の持つ

特性を生かした健康作りを、国土

庁の地方振興局離島振興課はア

イランドテラピーと称し、その特性

を、

1非日常的な環境：海によって隔

てられている島は､その孤立性、

狭小性によって都会人の生活

環境と異なる環境などを提供し、

転地療養や健康保養に適して

いる。

2)島には美しい自然が多く残され、

景観的にも優れた場所が多く、

散歩やハイキング､サイクリング、

海水浴をはじめとしたマリーンス

ポーツ、レクレーションの展開が

期待できる。

3）島には古くからの固有の文化が

蓄積されており、都会人が忘れ
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かけている人々の結びつきや

交流が盛んに行われている｡島

での滞在は、健やかな心を養

い､疲れた心を癒す。

4）島で取れる海産物や農産物は

ヘルシーな食材である。

5）美しい海に囲まれている島で

は、どこでもタラソテラピーの効

果が得られる。

としている｡まさに、与論島は島の

大きさや形､気候､文化からしてこ

のアイランドテラピーに最適の島

である。

与論健康村の構想は、私が与

論町国保直営診療所に赴任した

当初から頭に描いていたもので

あった｡そして当時、与論プリシア

リゾートからも健康保養地としての

構想があり医療面での協力を要

請されて相談に乗ったことがある。

与論町でもそれに取り組むような

与論健康村の
活動

動きが一時あったが、なぜかいつ

のまにか中断してしまった。そのこ

ろの‘思いをずっと抱いていた私の

与論健康村の活動は、アイランド

テラピーの構想が発表される前

から開始きれたが、さらにこの構

想にわが意を得て､既存の施設を

活かし、医療観光という観‘点から

より幅広く取り組むことにした。

WHOによると､健康とは肉体的、

精神的､社会的にwellbeingな状

態であるとされているが、私はこ

れに先に提案のあったspiritual

wellbeingな状態であるということ

を定義に追加したい。スピリチュ

アルによい状態とは、私は自分の

与えられた人生の目的に向って

一生懸命に生きていく状態である

と考えている。与論健康村では、

そのような健康ぴとを目指した活

動を進めて行きたい。

与論健康村は、1995年にその

名を正式に旗揚げした。先に述べ

たように計画は10年来温めてい

たものであるが、私のパナウル診

療所を那間という自然に包まれた

新天地に移してから実質的な活

動が始まった。土地を貸して<だ



さった方とはそれ以前から有機農

法で健康な食材や熱帯果樹の生

産をはかるという構想を練ってい

たが､ちょうどその頃から熱帯果樹

の収穫も始まり、シャロン農園とし

て仲間に加わって頂き、園芸療法

も兼ねて食と健康の部門の中枢と

なった。新築移転したパナウル診

療所は、大断面修正材を利用した

全木造建築とし、健康増進のため

の空間を施設の半分をとった独自

の構造とした。

1次予防医学を柱にしたいと考

えていた私は、高齢者のデイサー

ビスとしてのふれあいデーの開設、

そしてウォーキングをはじめスト

レッチ体操、リズム体操などの健

康スポーツ教室を定期的に開催

することにした｡また、環境が健康

に及ぼす影響の重大さを鑑み、年

2回環境と健康をテーマにフォーラ

ムを開催｡環境にやさしいといわれ

ているケナフの栽培などにも取り

組んだ。

ちょうどこのころ、与論に赴任し

たときから特産品作りの相談を受

けていた方が、もずくそぱの開発

に成功し健康食品として売り出し

た。以前からの課題だった塩作り

にも取り組み、自然塩じれんの名

で、伝統的なきび酢は黄金酢の名

第10章与論島

で、ともに健康村の一端を担うよう

になった｡また、島外からの長期療

養者の受け入れのための宿泊施

設として､すぐそばの与論島ビレッ

ジ、民宿楽園荘、与論プリシアリ

ゾートに協力してもらうことこととし

た｡ほかに陶芸教室として､与論焼

き窯元、ゆんぬあ－どうる焼き、手

芸教室にギャラリー海、気軽に集

れる場所として、居酒屋ひょうきん

などが仲間となってくださった。総

合的な健康づくりを目指す健康村

の運営は､独立した企業の共同事

業の形にし,年会費5,000円として

運営の規約にあたる簡単な定款を

作った。一般会員は年会費1,000

円とした。(詳細は与論健康村ホー

ムページを参照｡http[//village・in-

foweb.ne・jprfwbc7262/)

このような形態の組織はもちろん

与論では初めてで、与論健康村と

して観光協会に入会したときは､何

をする組織ですかとなかなか理解

してもらえなかった。最近では、療

養のための長期滞在者が冬場に

増えて観光に役立つことがやっと

理解きれつつあるようである。

与論健康村がはじめた月1回

の定例ウォーキングは､いまや与論

町観光協会に事務局を置くヨロン

ウオーキング愛協会にまで発展し
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た｡与論島のl周ウォーキングコー

スを大きく5つのセクシヨンに分け

てそれぞれに名称をつけて年間

を通して誰でもが歩けるようにパン

フレットを作った｡年1回11月に開

催しているヨロンパナウルウォーク

は、毎年全国からの参加者が約

200名あり､次回は10回目の大会

となる。

伝統的な唄三 味 線 は 与 論 の

人々の生活にとっては切り離せな

いものである。最近まで島の男女

はこの三味線の交流を通して結ば

れていた。月夜の晩に男は好きな

女の家を三味線を弾きながら訪ね

ていく｡女も好きな男の三味線の音

を待ち焦がれて一緒に出て行く、

いわゆる浜遊びの習‘慣である。与

論の伝統的な三味線を癒しの道

具として取り入れ三味線教室を開

催している。lか月滞在の間に大

概1，2曲は引けるようになる｡また、

地域の子供達にも参加してもらっ

て伝統の継承という意味でも役立

てている。

ざらに、定住者のための与論健

康村住宅を建て、モデルとして紹

介している。定住者が、新しい地

域興しの風を吹かせることも期待

できるし、交流が広まる。もちろん

人口の増加はそのまま地域活性

化につながる｡特異な事例だと‘思う

が仏教の普及していない島に、布

教させたいと願っていた日蓮宗の

上人と縁あって出会い、与論島に

在住してくださることになった。現

在心のケアの部門で時々法話を

聞かせていただいている。

地域交流のために北海道の新

冠と小学生の交換留学をはじめた。

まず手始めに､2000年の1月2日

から7日まで、与論の子供達に冬

の北海道を体験してもらおうと4名

を引率していった｡子供達は､太陽

小学校の子供達の家にホームステ

イをして､酪農農家の様子を見たり、

スキーをしたり貴重な体験をするこ

とができた。また、7月の末からは

新冠の子供達が8名与論の夏を

体験するためにやってきた。来島

時、あいにくの台風にあってしまっ

たが、それでも合間を縫って海で

元気に泳ぐことができた。そしてま

た今年2001年1月に与論の子供

達3名が北海道にいった｡資金は、

本人負担を少しとして、大方をバ

ザーや寄付でまかなった。

与論健康村ホームページは数

年前からオープンしていたが、最

近与論を愛する島内外の人に参

加してもらう与論健康村メーリング

リストなるものを作った｡現在約100
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名ほどのメンバーが加入している

が、色々な情報交換が柄発にでき

て新しい形のネットワークが進ん

でいる。おまけにインターネットは

時間と距離の壁を完壁に取り去っ

たので、国内はもちろん、アメリカ、

香港、インドなどと常に交流ができ

るようになった。烏を訪れるメン

バーとは、時々オフ会をして直接

顔をあわせての交流も行っている。

さらに新しい事業として､キビ刈

り援農隊を募集し、農家と都会の

青年との交流もはじめた。今年度

は､15名ほどの応募の中から選抜

された5名の若者が参力|Iした。な

かなか積極的に仕事にmり組み

上々の評判のようである。

最近の試みとして、自然エネル

キ､－の利用のために、プリシアリ

ゾートの敷地|ﾉ1に、風ﾉJ発電と太

|場光発電を併川した、いわゆるハ

イブリッドタイプの発電装置を設

置中である｡今後とも、環境にやさ

しいクリーンエネルキ､－の島、健

康な食材の提供できる烏、環境と

健康を考える烏として、総合的な

健康作りの場としての与i愉島のイ

メージを作り上げていくことを与論

健康村としては'三|指したい。
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今後の展望

与論の将来の計画としての一つ

として､与論町振興10か年計画を

まとめたのでこれをもとに今後の展

望について紹介したい。与論健康

村の目指す方向はこの中にもりこま

れている。

大きなテーマは､オンリーワンの島

作りである。

オンリーワンの島作りとは､与論に

だけしかない､与論でしかできない、

他の地域に負けない、自慢できる

などの特徴のあるものを作り上げる

島作りのことである。与論島独自の

カラーを出すためには､地域の資源、

文化をよく理解し伝統の上にたって、

ざらに新しいものを加えていくという

作業をしなければならない｡そこで、

基本構想として

1オンリーワンの人づくり

2)オンリーワンの産業作り

3)オンリーワンのまちづくり

を掲げた。地域を興すにはまず人

がいる。これからそのような地域を

担う人材を養成しなければならな

い｡よく言われるよそ者、若者、ぱ

か者はもちろんのこと、総合的に

発展していくためのバランスの良

い人材が必要である。

また、具体的なプロジェクトとし

て次のようなテーマを取り上げた。

1)島を支える頭脳集団づくりとし

て､ゆんぬまちづくり大学の設置、

まちづくり委員会の結成。まちづ

くり大学では、1年間の準備期

間を置いて正式な事務局とカリ

キュラムを作成し、1年単位で

卒業とする。その卒業生を今後

は実践の場での指導者として

活動させる｡まちづくり委員会は、

まちづくり検討会のメンバーを

基本として新たに適任者を加え、

10か年計画の推進や監視にあ

たる。

2)生きた博物館構築プランとして、

ユンヌエコミュージアム構想の推

進､与論・ギリシャ交流のまちづ

くり推進、与論ブランド創造プラ

ン、与論特産品開発支援セン

ターの設立、絹芭蕉布の特産化

事業の推進をする｡現在あるよう

なテーマパークや保存する施設

を作るのではなく、実際に活動し

ていて、体験できるような形で与

論の文化や伝統を紹介する。ギ

リシャとの交流もさらに人的にも



物質的にも内容を深めて行く。

与論島独自の物産がまだまだ

少なく､与論の有志が一丸となっ

て特産品開発に取り組む。また

そのために24時間オープンのセ

ンターも設置する。歴史的な織

物の芭蕉布を絹との組み合わ

せでさらに新しい織物として開

発していく。そのことにより伝統的

な大島つむぎや、芭蕉布の技術

を残すことができる。

3)情報の島づくりプランとして､情

報基盤の整備促進、情報教育

の推進、ソフト産業の誘致促進

をする。すでにこの事業は郵政

省の補助も決定しており現在の

所、与論中学を中心にインター

ネットを駆使した情報教育、光

ファイバーとASDLを結んだブ

ロードウェイ構想がスタートして

いる。

4)ゆんぬふれあい交流プランとし

て、ゆんぬ文化交流事業の展

開、健康作り交流事業の展開、

ギリシャ経済交流事業の展開

をする。経済交流にはすでに日

本貿易振興協会（ジェトロ）の

多大なる支援を頂いている。

5）環境の島作りとして、環境基本

計画の策定、新エネルギーの

導入､活用、与論の海再生プロ

第10章与論島

ジェクト、環境学習の推進を行

う｡環境破壊問題は地球規模の

問題でもありまた、与論の自然

をいかに保護するかというロー

カルな問題でもある。与論の美

しい海をいつまでも残してほし

いという願いは町民のみならず、

与論島を愛する全国のフアン

の願いでもある。与論の海の状

態を調べるためにリーフチェック

をはじめた。向こう10年間調査

データを集める予定である。ま

た、自然エネルギー利用で、風

力発電装置の設置計画が進ん

でいる。

これらのプロジェクトをこれから

官民一体となって実行する予定

である。誰もが住んで見たい島、

住民達が誇れる島、そんな島に

なって初めて東洋の真珠与論島

が輝ける日が来るであろう。与論

健康村としてはさらに、自給自足

の島を目指し、那間地区を農業と

ITの地域（仮称ナマバレー）とし

たいと考えている。

定住者の促進を図るとともに、こ

れからさらに与論島内外を問わず

人材を養成し集めていく予定であ

る。

（古川誠二）
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